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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外科的処置の対象部位で流体を流入および流出させるための、外側シースと内側シース
のアセンブリであって、
　内側シースの少なくとも一部の周りに配置された外側シースと、
　内側シースと外側シースとの間に配置された流出チャネルと、
を備え、
　アセンブリの先端にある外壁内から始まる流出開口を備えた流出溝を有し、
　前記溝が略長軸方向に延びて配置され、前記外側シースと内側シースとの間に形成され
た、より手前側の流出チャネルと連絡し、そのため流体が前記流出溝から前記流出チャネ
ル内に誘導され、
　前記流出溝は、前記内側シースアセンブリの主流入穴に対し前方位置にあるシースの先
端チップ部分内から始まり、
　前記先端チップ部分は、前記外側シースの前記先端に配置された誘電性チップ要素を備
え、
　前記チップ要素は複数の横方向の流出開口部を有し、
　前記流出開口部は前記外側および内側シースの間のチャネルと流体が行き来する、
　アセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載のアセンブリであって、前記流出開口は、前記外側シースの外側面の先
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端チップ部分内から始まり、前記主流入穴に近い位置にある流出チャネルに合流する、ア
センブリ。
【請求項３】
　請求項２に記載のアセンブリであって、前記主流入穴は、前記内側シースの先端に開口
部を備える、アセンブリ。
【請求項４】
　請求項２に記載のアセンブリであって、前記外側シースはチューブと誘電性チップ要素
とを備え、前記チップ要素は前記チューブの前記先端に付加される、アセンブリ。
【請求項５】
　請求項４に記載のアセンブリであって、前記チップ要素は、前記外側チューブ内から前
方に延在する前方部分と、前記外側シースの内表面に付加された手前部分とを有し、前記
流出溝は前記チップ要素の手前部分と前記外側チューブの内表面との間の空間により、少
なくとも一部が画定される、アセンブリ。
【請求項６】
　請求項２に記載のアセンブリであって、前記アセンブリの前記先端チップの周囲に配置
された複数の流出溝が存在する、アセンブリ。
【請求項７】
　請求項２に記載のアセンブリであって、１または複数の貫通穴が、前記内側シースの前
記先端にある前記流入穴に対し前方の前記アセンブリの前記外表面内に配置される、アセ
ンブリ。
【請求項８】
　請求項４に記載のアセンブリであって、前記チップ要素はセラミック材料を含む、アセ
ンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低侵襲手術において患者に挿入するための外科用装置に関する。より特定的
には、本発明は医療用内視鏡に関し、さらにより特定的には、連続流型（continuous flo
w）内視鏡シースアセンブリ（sheath assembly）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　低侵襲手術では、患者において手術により誘発される外傷、痛み、および感染の危険性
が軽減する。低侵襲手術は典型的には、身体開口部または患者の身体に形成された小さな
切開部などの１または複数の入口を通して実施される。入口は、手術部位の視認を可能に
する内視鏡などの外科用装置の導入を可能とする。外科用器具は、検査、治療行為、およ
び手術行為を可能とする。治療行為としては、とりわけ、組織の灌注、吸引、切断、焼灼
、凝固、蒸発、退縮、ステープリング、およびサンプリングが挙げられる。器具は、体腔
の拡張、物質移入、および物質排出などの手術行為を提供してもよい。
【０００３】
　侵襲性を低くすることにより、処置はより安全かつ非外傷性となり、患者はより迅速に
回復し、入院期間が短くなり、医療費が減少するかもしれない。したがって、侵襲性を低
くすることは依然として重要であり、依然としてこの目的を達成する装置および方法が必
要とされている。
【０００４】
　さらに侵襲性を低くする１つの重要な障壁は、多くの処置において、器具が流体流入お
よび流出チャネルを有しなければならないことである。これらのチャネルにより器具の外
径が事実上加算される。例えば、周知の内視鏡器具は、手術部位または外科的処置の対象
部位に、およびそこから流体を流入または流出させるためのチャネルを画定する同心シー
スアセンブリを通して流入／流出を提供する。例えば、流体は、医者のためにその部位の
明確な視界を維持するのを支援する灌注溶液であってもよい。ある一定の周知の灌注シス
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テムは連続および同時流入および流出を提供する。これらのシステムは「連続流型」シス
テムとして周知である。
【０００５】
　周知の連続流型内視鏡システムは一般に灌注流体を外部供給源から外科的処置の対象部
位に導入する。このため、内視鏡は内側シースの内面により画定される流入チャネルを有
する。流体はチャネルを通り、シースの先端から出て行き、手術部位が灌注される。外科
的部位にある流体は、内側シースの外表面と、周囲の外側シースの内表面により画定され
る流出チャネルを通って引き出されてもよい。流出チャネルは器具の先端（前端）から始
まり、流体を外側シースの手前端（基端）にある出口点まで輸送する。
【０００６】
　連続流型システムの例としては、米国特許第３，８３５，８４２号、米国特許第５，３
９２，７６５号、米国特許第４，９２０，９６１号（内側および外側シースを互いに接続
し、内側シースをベース要素に接続するためのラッチシステムを開示する）、米国特許第
５，４８６，１５５号（回転連続流型内視鏡シースを開示する）、米国特許第５，３２０
，０９１号、および米国特許第５，３９２，７６５号（フロントトップ入口を備えた連続
流型膀胱鏡を開示する）が挙げられる。前記特許はあらゆる目的のために、より特定的に
は、本発明の特徴を含むように適合することができるある一定の装置を示すために、全体
として参照により本明細書に組み込まれる。（参照により組み込むのは、参照したいずれ
の特許も本明細書に添付した請求の範囲を特許性のないものとする従来技術であることを
是認するためではない）。
【０００７】
　より詳細に周知の装置を見ると、流出チャネルは流体を抜くための主先端開口を有する
。開口は、内側シースまたは外側シースの先端点（どちらも、もう一方の先端に対して手
前側位置にその先端端を有したとしても）および流出流チャネルの長軸から外れた共通の
垂直線上にある内側または外側シース上の点により規定されてもよい。言い換えると、内
側シースが外側シース内に埋め込まれ、内側シースの先端上の全ての点が内側シースの長
軸に対し横方向の単一面内に存在すると、流出チャネル用の開口は、内側シースを通り、
周囲の外側シースを通って延在する横断面により規定される。これは、例えば、米国特許
第３，８３５，８４２号における場合であり、この場合、外側シースの先端は内側シース
の先端を越えて前方に延在する（図９に示す）。他の場合では、米国特許第４，１３２，
２２７号において見られるように（図１０に示す）、内側シースの先端は外側シースの遠
位端を越えて前方に延在する。外側シースの先端上の点は単一面に存在しない。そのため
、流出開口は単一の横断面内に存在する点を有しない。すなわち、開口は先端位置で始ま
り、手前位置で終了する。この配列の重大な欠点は、シース間の空間により画定されるの
で一般に環状プロファイルを有する開口が流出に対し制限された領域を有することである
。流出領域を増大させるためにシース間の空間を増大させると、必然的に対応するシース
アセンブリの外径が増大する。もちろん、これは、侵襲性を低くする目的に反する。
【０００８】
【特許文献１】米国特許第３，８３５，８４２号
【特許文献２】米国特許第５，３９２，７６５号
【特許文献３】米国特許第４，９２０，９６１号
【特許文献４】米国特許第５，４８６，１５５号
【特許文献５】米国特許第５，３２０，０９１号
【特許文献６】米国特許第５，３９２，７６５号
【特許文献７】米国特許第４，１３２，２２７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前記問題に取り組もうといくらかの努力がなされているが、十分ではない。周知の装置
では、装置の前端の主流出開口の他に、外側シースの外表面は、外側シースの外部から流
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出チャネル内に流体を通すための１または複数の側面流出開口を有する。周知の装置では
、外側シース上のこれらの第２の流出開口が内側シースの先端（前端）の流入開口よりに
手前に位置して（その後方に）配置されることが重要である。これは主に、穴を通って内
側シースと外側シースとの間の流出チャネル内に入る流出を妨げないためには、流出穴は
内側シースの先端構造から十分に手前に配置される必要があるためである。その結果、こ
れらの側面流出穴は一般に流入開口に十分手前に存在する。不運にも、流入開口より手前
に配置された流出開口を有する先端部分には固有の解決されていない欠点が存在する。例
えば、外科的処置の対象部位の組織およびまたは破片が側面流出開口を圧迫し、遮断する
ことがある。これにより流出量が減少する。
【００１０】
　切断、凝固または蒸発電極などの電気メススループット装置と共に使用されるレゼクト
スコープなどの内視鏡では、内側または外側シースアセンブリの先端チップ部分は誘電性
チップを含む。誘電性チップは、一般に導電性金属製の外側および内側シースから電極要
素を絶縁する。一般に、先端は外側または内側シースのチューブ状延長部である。しかし
ながら、先端は他の構成、例えば部分チューブ、ビーク、シールドなどをとってもよい。
周知の装置では、絶縁性チップは流出用の側面開口を提供しない。そのため、周知の装置
の側面流出開口は流入開口のさらにもっと後に配置され、内視鏡の先端チップ部分で提供
される流出は不十分である。これは、狭い解剖学的空間でそのような器具を使用する場合
特に不利である。
【００１１】
　内側シースの端に配置された誘電性先端を有する他の欠点は、普通の誘電性材料は脆く
、内側シースを外側シースから物理的に引き出す場合に破砕し易いことである。
【００１２】
　少なくとも前記理由のために、内視鏡および流出機能を必要とする他の侵襲性医療器具
において、特に誘電性先端を使用しなければならない電気メススループット装置と共に使
用される内視鏡において、改良された流出システムが著しく必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、内側および外側シースのアセンブリの先端部分に改良された流出機構を提供
することにより、前記欠点を克服する。本発明の１つの重要な利点は、狭い解剖学的通路
における流出用の改良機構である。ある一定の態様では、他の重要な利点は、流出効率を
落とすことなく、誘電性先端を流出シース上に配置してもよいことである。この場合、内
側シースおよび外側シースを組み立てる、および分解することにより損傷する、または破
砕する傾向がずっと少なくなる。誘電性チップを外側シース上に配置すると、シースの先
端開口の壁厚をより大きくすることができ、これにより、患者の開口部および組織を通し
て入れる際の鋭利性および外傷性が低くなる。
【００１４】
　さらに特定的には、１つの採り得る態様では、本発明は内視鏡などの医療器具において
使用するためのシースのアセンブリに関する。アセンブリは外科的処置対象部位で流体の
流入および流出を提供するための外側シースおよび内側シースを含む。このアセンブリで
は、外側シースは内側シースの少なくとも一部の周りに配置され、流出チャネルは内側シ
ースと外側シースの間に配置される。アセンブリはさらに、アセンブリの先端の外壁内か
ら始まる流出開口を備えた流出溝を含む。流出溝は、概して長軸方向に配置され、外側シ
ースと内側シースとの間に形成されたより手前側の流出チャネルと連絡し、そのため、流
体は流出溝から流出チャネル内に誘導される。
【００１５】
　前記アセンブリでは、流出溝は、内側シースアセンブリ用の主流入穴に対し先端位置に
あるシースの先端チップ部分内で始まることができる。そのアセンブリでは、流出開口は
外側シースの外側面の先端チップ部分内で始まり、流入穴に近い位置で流出チャネルに合
流してもよい。流入穴は内側シースの先端に開口部を備えてもよい。アセンブリでは、外
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側シースはチューブと誘電性先端要素を備えてもよく、チップ要素はチューブの先端に付
加される。アセンブリでは、チップ要素は外側チューブ内から前方に延在する前方部分と
、外側チューブの内表面に付加された手前部分とを有してもよく、流出溝はチップ要素の
手前部分と外側チューブの内表面との間の空間により、少なくとも部分的に画定される。
アセンブリでは、流入穴に対し手前位置の、アセンブリの先端の周囲に配置された複数の
流出溝が存在してもよい。アセンブリでは、内側シースの先端の流入穴に対し前方のアセ
ンブリの外表面に１または複数の通り穴を配置してもよい。アセンブリでは、先端要素は
セラミック材料を含んでもよい。
【００１６】
　他の可能な態様では、本発明は、内側シースの少なくとも一部を取り囲む外側シースと
、その間に配置された流出チャネルと、を有する医療用内視鏡に関する。内側シースは流
入チャネルの先端に流入穴を有し、外側シースは先端チップ部分を有する。少なくとも１
つの流出溝は先端部分の外表面内に配置され、流出溝は流出チャネルと連絡する。溝は、
内側シースの流入穴に対し前方位置にある先端チップ部分の表面に配置された流入開口に
より始まる。
【００１７】
　前記内視鏡では、遠位先端部分は誘電性材料を有する区分を含んでもよい。内視鏡では
、先端部分の区分は内側または外側シースの先端に付加された誘電性先端要素を含んでも
よい。内視鏡はさらに、作業要素（working element）を含んでもよい。作業要素は、外
側および内側シースを定位置に保持し、そのため、内側シースの先端は流出溝の近くに位
置する。作業要素は、内側シース内の流入チャネルを通して流入穴に流体を連絡させるた
めの手段を含んでもよい。作業要素は、器具の基端の開口部を通してスループット装置を
挿入するためのチャネルを含んでもよい。チャネルは内側シースの流入チャネルを備えて
もよい。前記態様の内視鏡は、アセンブリの部品として、テレスコープ、電極、および／
または他のスループット装置を含んでもよい。１つの可能な変形では、内視鏡はレゼクト
スコープである。
【００１８】
　他の可能な態様では、本発明は医療用内視鏡を構成する方法に関する。本方法は、内側
シースおよび外側シースを提供する工程と、およびその２つを組み立てる工程により実施
され、そのため、内側シースの少なくとも一部では、流出チャネルが内側シースと外側シ
ースとの間に配置され、アセンブリはアセンブリの先端の外壁内で始まる流出開口を備え
た流出溝有し、溝は概して長軸方向に配置され、外側シースと内側シースとの間に形成さ
れた流出チャネルと連絡し、そのため、流体が流出溝から流出チャネル内に誘導される。
【００１９】
　前記方法では、流出溝は、シースアセンブリ用の主流入穴に対し先端位置にあるシース
の先端チップ部分内で始まってもよい。本方法では、流出開口は外側シースの外側面の先
端チップ部分で始まり、流入穴に対し手前位置で流出チャネルに合流してもよい。本方法
では、流入穴は内側シースの先端の開口部を含んでもよい。本方法では、外側シースは、
チューブと誘電性先端要素とを含んでもよく、チップ要素はチューブの先端に付加される
。本方法では、チップ要素は外側チューブ内から前方に延在する前方部分と、外側チュー
ブの内表面に付加された手前部分を有してもよく、流出溝は、チップ要素の手前部分と外
側チューブの内表面との間の空間により、少なくとも部分的に画定される。本方法では、
流入穴に対し手前位置で、アセンブリの遠位端の周囲に配置された複数の流出溝が存在し
てもよい。本方法では、１または複数の通り穴を内側シースの先端の流入穴に対し前方の
アセンブリの外表面内に配置してもよい。本方法では、先端要素はセラミック材料を含ん
でもよい。
【００２０】
　他の可能な態様では、本発明は、外科的処置において医療器具を使用する方法に関する
。本方法は、患者の外科的部位に、外科的処置の対象部位で流体を流入および流出させる
ために外側シースと内側シースのアセンブリを挿入する工程を提供する。そのアセンブリ
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では、外側シースは内側シースの少なくとも一部の周囲に配置され、流出チャネルは内側
シースと外側シースとの間に配置される。アセンブリはアセンブリの先端の外壁内で始ま
る流出開口を備えた流出溝を有する。流出溝は概して長軸方向に配置され、外側シースと
内側シースとの間に形成された流出チャネルと連絡し、そのため、流体は流出溝から流出
チャネル内に導入されてもよい。流出溝および関連する流出開口を介し、流出チャネルを
通して流体を引き出すシースアセンブリのために、流出溝は主流入穴に対し前方位置にあ
るシースの先端チップ部分で始まる。
【００２１】
　前記方法では、溝は、シースアセンブリ用の主流入穴に対し前方位置にあるシースの先
端チップ部分内で始まってもよい。本方法では、流出開口は外側シースの外側面の先端部
分内で始まってよく、流入穴に対し手前位置の流出チャネルに合流する。本方法では、流
入穴は内側シースの先端に開口部を備える。本方法では、外側シースはチューブと誘電性
チップ要素とを備えてもよく、チップ要素はチューブの先端に付加される。本方法では、
チップ要素は外側チューブ内から前方に延在する前方部分と、外側チューブの内表面に付
加された手前部分とを含んでもよく、流出溝は、チップ部分の手前部分と外側チューブの
内表面との間の空間により、少なくとも部分的に画定される。本方法では、１または複数
の通り穴が、内側シースの先端にある流入穴に対し前方のアセンブリの外表面内に配置さ
れてもよい。医療器具は医学的処置、例えば経尿道的前立腺切除、膀胱腫瘍の経尿道的切
除、またはヒステロスコピーによる子宮内膜焼灼において使用してもよく、その処置は当
業者には周知である。
【００２２】
　他の可能な態様では、本発明は医療用内視鏡の内側シースまたは外側シースの先端に付
加されるように適合されたチップ要素に関し、チップ要素は、その要素の外表面に側面に
沿って配置された複数の流出開口部を有し、その開口部は側壁を含み、外側シースまたは
内側シースの表面と共に、内視鏡のシースアセンブリの流出チャネルと長軸方向に連絡す
るための流出溝を規定する。
【００２３】
　前記先端要素は、セラミックなどの誘電性材料を含んでもよい。前記チップ要素では、
開口部は、内視鏡において内側および外側シースのアセンブリのために流出開口を提供す
るための前方部分を有する。
【００２４】
　他の可能な態様では、本発明は、導電性外側シースと、導電性内側シースと、および作
業要素と、を有する医療用内視鏡に関する。外側シースは内側シースを取り囲み、流出チ
ャネルを画定し、内側シースは流入チャネルを画定する。外側シースは先端チップ部分を
有し、チップ部分は実質的に誘電性組成物により作製され、外側シースの先端に配置され
る。チップ要素は複数の流出開口部を有し、開口部は側壁を含み、外側シースまたは内側
シースの表面と共に、流出溝を画定する。アセンブリでは、作業要素は外側シースと内側
シースを定位置に保持し、そのため、内側シースの先端は流出溝用の流入開口の手前に位
置し、流出溝は内側シースの先端の流入穴に対し手前位置の流出チャネルと合流する。作
業要素は、スループット装置のための作用コードを受け入れるための入口を含む。
【００２５】
　前記内視鏡では、チップ要素はセラミックチップを含んでもよい。前記内視鏡では、内
側シースの先端の流入の流れより手前に位置する外側シースの一部は、流出チャネルと直
接連絡する複数の流出穴を含んでもよい。内視鏡では、作業要素は外側シースおよび内側
シースを定位置に保持してもよく、そのため内側シースの先端は、流出溝用の流入開口の
近くに位置し、流出溝は内側シースの先端にある流入穴より手前の位置で流出チャネルと
合流する。
【００２６】
　他の可能な態様では、本発明は、電気メススループット装置と共に使用される、レゼク
トスコープなどの連続流型内視鏡に関する。内視鏡は外側シースに取り付けられた誘電性
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または絶縁性のチップ部分を有する。絶縁されたシース先端は、その外側表面の少なくと
も一部の周りに離して配置された軸方向の複数の溝を有し、そのため、洗浄液の流出は、
絶縁された先端と外側シースチューブの合流点の開口部を通して、外側シースの最先端か
ら、その後連続流型シースアセンブリの内側シースと外側シースとの間の流出チャネルを
通って、装置の外へと出て行くことができる。
【００２７】
　本発明を特徴づける新規な様々な特徴の多くは、本明細書に添付され、本明細書の一部
を形成する請求の範囲で特に指摘される。本発明、これを使用することにより達成される
動作上の利点および特定の目的をより理解するために、添付の図面ならびに、好ましい態
様が図示され説明されている記述を参照すべきである。図面では、同様の符号は同じまた
は同様の要素を特定する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明の原理を説明するために、本明細書は、連続流型内視鏡システムの観点から本発
明を記述する。本発明は特に電気メススループット装置と共に使用するためのレゼクトス
コープに関する。そのような装置は、組織を切断、凝固、焼灼または蒸発させるための周
知の電極を含む。本発明について図面に示した態様を参照して説明するが、本発明の特徴
は様々な異なる態様および他の型の内視鏡において実現することができる。さらに、任意
の適したサイズ、形状および型の要素または材料を使用することができる。
【００２９】
　図１～８について説明すると、レゼクトスコープ１０は一般に、作業要素１２と、内側
および外側シースのアセンブリ１６と、および取り外し可能なテレスコープ１４と、を備
える。スループット装置１８はシースアセンブリを通して挿入してもよい。スループット
装置はレゼクトスコープの先端が位置する外科的処置の対象部位と相互作用する任意の装
置とすることができる。例えば、スループット装置は、電極または光ファイバレーザガイ
ドなどの道具としてもよい。
【００３０】
　図示した態様では、作業要素１２およびテレスコープ１４は、一般に、コネチカット州
スタンフォードのシルコン社（Ｃｉｒｃｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から入手可能な
Ｕ．Ｓ．Ａ．エリートシステム（ＥＬＩＴＥ　ＳＹＳＴＥＭ）作業要素およびテレスコー
プを表す。テレスコープ１４は作業要素１２に取り外し可能に装着され、可撓性光伝達ケ
ーブル（図示せず）の手段により、テレスコープ内の光ファイバを光源と結合させるため
のコネクタ２０を有する。作業要素１２は一般に、フレーム２２と、フロントハンドル２
４と、可動部分２６と、ラッチアセンブリ２８と、を備える。作業要素１２、テレスコー
プ１４およびスループット装置は当技術分野では周知である。他の態様では、任意の適し
た型の作用要素、テレスコープおよび／またはスループット装置を使用することができる
。
【００３１】
　可動部分２６は、一般に電気メス用ジェネレータからの電源を電極の手元側の端（図示
せず）に取り付けるための電極ロッキング機構２６ａおよび入口２７ｂを備えている。
【００３２】
　シースアセンブリ１６は一般に、外側シース３０と、内側シース３２と、を備える。外
側シース３０は一般に、外側チューブ３４を備える。外側シースは後端部分３６を含んで
もよい。外側チューブ３４は好ましくは、円形断面を有するが、他の断面とすることも可
能である。例えば、内側シース３２を保持し、または流入もしくは流出チャネルを形成す
るために略楕円形状または任意の他の適した形状を有することができる。シースアセンブ
リ１６は先端チップ部分１０４（下記でより詳細に論ずる）を有する。外側シースは前方
端部に側面穴３８を有するように図示されている。後端部分３６は外側チューブ３４の後
に取り付けられる。後端部分３６はシールド４０、コネクタ４２、流体入口４４および流
体出口４６を有する。
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【００３３】
　内側シース３２は一般に内側チューブ４８を備え、フレーム部材５０および可動ラッチ
５２を含んでもよい。内側チューブは外側チューブ３４内に同軸に配置される。内側シー
スの内表面は主流入穴５６を有する流入チャネル６８を画定する。内側チューブ４８の先
端は外側チューブ３４内の所定の距離の位置で、外側チューブ内の側面流出開口３８より
前方にある。
【００３４】
　流入チャネル６８は流体入口４４からフレーム部材５０を通り、先端部１０４の流入穴
５６まで到達する経路を形成する。流入チャネルはまた同時に、テレスコープ１４および
装置１８を収容してもよい（テレスコープ１４および装置１８は図５では省略する）。
【００３５】
　外科的処置対象部位１での流出を改善するために、本発明は外側および内側シースのア
センブリの先端チップ部分１０４のための新規設計を提供する。この点では、本発明は、
外科的処置対象部位の腔または領域内に延在することができる１または複数の新規の流出
溝１００を提供し、そのため、流出溝は部位内へと続く狭い組織流路２により、または部
位での破片により遮断されにくくなる。本発明では、１または複数の流出開口１０２がア
センブリの外側面に配置され、そのため、流出は、従来の装置により提供されたものより
も、器具の側面に沿ってより先の方の位置で開始する。図５を見ると、シースアセンブリ
１６では、各開口１０２は、内側シース３２の先端の流入穴５６に対して先の方の位置１
０６にあるシースアセンブリの外表面内で始まる。（図で示した開始点１０６は、一例の
位置であり、開口１０２はシース３２の先端から流入穴までの線に沿った任意の位置から
始まってもよい）。開口１０２は、流出溝１００が、外側シース３０と内側シース３２と
の間に形成された流出チャネル７０と連絡するように続き、そのため、流体は流出チャネ
ル７０内に誘導される。したがって、流出溝は、シースアセンブリの表面内の流出開口１
０２の開始点から、シースセンブリ１６内で概して長軸方向に延在する。流出溝１００は
内側シース３０の先端を越えて手前の方に流体を運搬し、位置１０８で流出チャネル７０
と合流する。位置１０８は好ましくは、主流入開口５６を越えて基部に近いすなわち手前
側にあり、流入する流体と流出する流体との間での衝突を最小に抑える。
【００３６】
　１つの可能な態様では、各流出溝１００は、外側シース３０の先端チップ部分１０４の
外壁または外表面内に配置された流出開口１０２により始まる。各流出開口１０２は、シ
ースアセンブリ１６の先端の主流入穴５６の面に概して垂直な外側シースの外側面に配置
される。流出チャネル７０は同軸シース３０と３２との間の空間である。しかしながら、
外側シース３０は完全に内側シース３２を取り囲む必要はなく、外科的処置の対象部位か
ら流体を運び去ることができるチャネルが形成される。例えば、チャネル７０を、流体流
路が画定される限り、内側シースの任意の幾何学的断面形状によって画定することができ
る。他の例では、流出チャネル７０は長軸方向の仕切りを備えた細長い単一または一体材
料片内で画定することができ、１または複数の別個の流出用チャネルおよび／または装置
が形成される。チャネルは、例えば、同軸で、平行に、またはそうでなければ概して長軸
方向に延びることができる。開口１０２は好ましくは外側シースの周囲に離して配置され
、外科的処置の対象部位の全ての位置からの流体出口が提供される。位置および間隔は特
別な要求に見合うように調節してもよい。外側シースと内側シースとの間のチャネル７０
がアセンブリ１６の先端チップまで延在し、外科的処置の対象部位からの流出を提供して
もよいが、側面に配置した流出開口１０２および溝１００は実質的にアセンブリの外径を
増大させない。増大させると低侵襲性外科的手術の目指すところに反するであろう。流体
出口のために必要とされる側面配置手段は、アセンブリの外径を著しく増大させることな
く、シースアセンブリ１６の外側面内に配置された総開口領域を増大させることにより対
処してもよい。開口１０２は任意の適した形状またはサイズをとってもよい。図に示され
るように、適した形状は外側シース３０の表面に沿って、または表面を通って長軸方向に
延びる細長い穴である。
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【００３７】
　流出開口および溝の新規な配列により、側面流出開口が主流入開口の手前側に配置され
るという従来技術における制限が克服される。この新規な特徴により、シースアセンブリ
の先端により近接し、主流入開口（例えば、流入穴５６）の前にある位置からの流体流出
が可能となるが、テレスコープ、装置および流体の流入のために使用可能な内側シース直
径の全開口は維持される。そのように配置された開口は溝１００を介して流体を、主流入
開口に対し手前の位置にある主流出チャネルまで送達する。この流出システムにより、流
体の流れの衝突が避けられ、ある位置での流体流出の開始が生体組織により阻害されにく
くなる。
                                                                                
【００３８】
　流出溝１００の新規配列に加えて、シースアセンブリはまた、シース３２の先端の流入
穴５６に対し手前の従来の位置に、従来の流出穴３８を備えてもよい。前に記述したよう
に、切断、凝固または蒸発電極などの電気メススループット装置と共に使用される内視鏡
では、内側または外側シースアセンブリの先端チップは電極要素を外側および内側シース
から絶縁するために誘電性先端部分を含んでもよい。一般に、誘電性部分は外側または内
側シースのチューブ状延長部としてもよい。
【００３９】
　例えば、図示した態様では、外側シース３０は外側チューブ３４と、外側チューブ３４
の先端に配置された絶縁チップ要素５とを備える。チップ要素５は取り外し可能なように
、または取り外しできないように取り付けてもよく、またはそうでなければシースアセン
ブリ１６の先端と一体化してもよい。チップ要素５はチップ部分１０４を全体として、ま
たは部分的に構成してもよい。チップ５は好ましくは、誘電性材料、例えばセラミックま
たは成形プラスチックもしくはポリマー材料から作製される。誘電性チップ部分５はまた
、チップ部分１０４を構成する１または両方のチューブの内側および／または外側表面上
の絶縁コーティングもしくはラミネートの形態をとってもよい。誘電性先端部分は設計選
択肢である。例えば、他の可能な態様では、例えば装置１８がレーザである場合、チップ
５は金属から構成することができ、内側シースチューブの、別個の部品ではなく、一体部
品とすることができる。図示したものの他に、誘電性先端部分５は様々な構造、例えば部
分チューブ、ビーク、シールド、またはチップ部分１０４に望ましい任意の他のチップ構
造をとってもよい。
【００４０】
　誘電性チップ要素５は、存在すれば、シースアセンブリ１６の先端を形成する。従来技
術では、この誘電性チップ要素５は流出用の側面開口および／またはチャネルを提供しな
い。そのため、従来の電気メステレスコープ装置における流出開口は、内側および外側シ
ースのアセンブリの先端端に最適に配置されていない。したがって、本発明は、側面開口
１０２および溝１００をチップ部分１０４のチップ要素５の全体または一部に組み入れる
ことにより、そのような装置の固有の欠点を克服する。
【００４１】
　図８は流出開口１０２を備えた１つの採用し得るチップ要素５の特徴を示した図である
。先端は、上記のように、セラミック、または任意の他の適した誘電性材料から形成して
もよい。図８の態様では、チップ要素５は中空の、概円筒形状要素である。チップ要素５
は流出開口１０２として使用するためにその外表面、および形成された流出溝１００内に
配置された細長い複数の開口部１１０を有する。開口部１１０は要素の弓状側壁１１１に
沿って長軸方向に延在する。開口部はまた、側壁１１１に対し垂直に配向された垂直側壁
１１２を有する。チップ要素５は化学結合（例えば、エポキシ）または機械的留め具（例
えば、スエージまたはピン）などの従来の手段によりシースアセンブリ１６に付加しても
よい。好ましい態様では、チップ要素５はシース３０の先端内にぴったりはまるように相
補的なサイズおよび形状とされる。例として、図４および７は先端５の開口部または凹部
１１５と嵌合し、先端とシース３０を共に固定するのを支援する外側シース３０上に配置
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接着剤がだめになった場合に先端とシースの接着を維持する。図示した例では、保持手段
はチューブの凹みにはまる領域を有する。
【００４２】
　図４および５に示されるように、チップ部分１０４における外側シースの先端は、チッ
プ要素５の直径を受け入れる手前部分よりも直径がわずかに大きくてもよい。要素５の手
前端はシース３０内で十分奥まっており、シースは開口部１１０の手前端をカバーする。
開口部１１０の露出部分は流出開口１０２（弓状側壁１１１により制限される）を含む。
カバーされた部分は、シース３０の内表面と共に、流出溝１００を画定する。図示される
ように、開口部１１０の手前端の垂直側壁は減少し、または無くなり、より大きな開口端
１１３が存在し、流体が手前の隣接する流出チャネル７０に流れ込む。開口部１１０のサ
イズ、形状および位置は変えてもよく、本明細書内の各々のどこかの他の記述により企図
されている範囲の流出開口および溝が提供される。
【００４３】
　図５に示されるように、本発明は選択的に、先端５の内表面内に配置され、主流入穴５
６の先端位置で流出溝と連絡する１または複数の選択的な通り穴１１５を含んでもよい。
通り穴１１５は流入穴５６で集まることがある気泡を除去するのを促進する。気泡を除去
すると、正しい流動状態、およびテレスコープを通した視界が確保される。気泡はすべて
穴１１５を通り流出溝１００に入る。
【００４４】
　当業者であれば、前記説明および態様が限定するものではなく、例にすぎないことを理
解するであろう。当業者であれば、本発明の本質を説明するために記述し、図示した部品
および工程の細部、材料および配列において、多くの改変および変更が可能であり、その
ような改変および変更は、本明細書に含まれる教示および請求の範囲の精神および範囲か
ら逸脱していないことを理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の特徴を組み入れた内視鏡の側面図である。
【図２】図１で示した内視鏡の先端正面図である。
【図３】図１で示した内視鏡の先端部分の拡大側面図である。
【図４】図３で示した内視鏡の先端部分の拡大斜視図である。
【図５】図４で示した内視鏡の遠位部分の線５－５についての断面図であり、本発明によ
る先端チップ、内側シースおよび外側シースの１つの可能な配列を示したものである。
【図６】図３で示した内視鏡の先端部分の線６－６についての断面図である。
【図７】図３で示した内視鏡の先端部分の線７－７についての断面図である。
【図８】図１～７の内視鏡などの内視鏡の先端部分において使用するための先端チップ延
長部の部分側断面図である。
【図９】内視鏡用の従来の内側／外側シースアセンブリの一例の側断面図である。
【図１０】内視鏡用の他の従来の内側／外側シースアセンブリの一例の側断面図である。
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